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― クラスター分析を用いた登山者の分類 ― 
 
The perceived value of Daisen climbing as sport tourist 
― A classification of climbers using the cluster analysis ― 
 
山口 志郎*、森田 圭†、山口 泰雄‡ 
Shiro Yamaguchi, Kei Morita, Yasuo Yamaguchi 
 
This study aimed to examine the perceived value of Japanese climbers as sport tourist using a market 
segmentation approach. The perceived value items were mainly adopted from the SERV-PERVAL. This scale 
contained five factors including “emotional response”, “convenience”, “monetary price”, “quality”, and 
“reputation”. Data were collected from 411 climbers at the Daisen in Tottori. The data were analyzed using 
non-hierarchical cluster analysis. The results revealed three distinct groups: “fanatic adult climbers”, 
“experienced senior climbers”, and “non-experienced later-adult climbers”. Also, this study indicated that 
Daisen climbers have a value structure of three dimensions （emotional response, quality, and reputation）. 




近年、わが国における観光への取り組みが本格化している。わが国の余暇市場は 69 兆 9,310 億
円と言われており、そのうちスポーツ関連が 4 兆 760 億円、観光・行楽関連が 10 兆 8,330 億円に
及ぶ市場規模を占めている 1）。ツーリズム産業が経済政策として取り上げられ、重点分野に格上
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ポーツ愛好型」の 3 種類がある 3）。これまでスポーツツーリズムに関する研究は、スポーツツー
リズムの概念定義 4）5）、動的モデルの構築 6）、研究枠組みの構築 2）、社会効果の検証 7）、スポーツ



















れている 16）。2018 年の登山人口は国民全体の約 5%に相当する 650 万人になると推定されており


























る SERV-PERVAL を採用した。SERV-PERVAL はサービスクオリティの測定尺度として世界中で
多く用いられている Parasuraman21）の SERV-QUAL や Cronin and Taylor22）の SERV-PERF などの尺
度を参考に、知覚価値に関する項目を抽出し、「クオリティ」（Quality）に関する 4 項目、「金銭評
価」（Monetary price）に関する 6 項目、「利便性」（Convenience）に関する 5 項目、「感情反応」
（Emotional response）に関する 5 項目、「評判」（Reputation）に関する 5 項目の合計 25 項目で構




























る要因として、日常でのトレーニングの励行、登山の励行、適切な BMI、豊富な登山経験の 4 つ
が重要であり、性別や年齢の関わりは小さいことを明らかにしている。その他にも、馬場・吉良















その結果、5 つのセグメントごとの特徴を明らかにしている。前田ら 33）は、Push-Pull 要因の枠組
みを用い、プロバスケットボールチームの観戦者特性ごとのクラスター分析を行っている。 




























あり、昭和 60 年代のスキーブームや昭和 60 年の冬季国体開催地の流れに乗り、多くの観光施設
や宿泊施設が建てられた。しかし、近年の大山町観光は厳しい状態であると言える。鳥取県観光
交通局観光戦略課 34）によると、大山周辺の観光入込客数は平成 29 年度の 115 万 2,000 人となっ
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を目的として大山を訪れた者のうち 18 歳以上の者を調査対象としたことから、有意抽出法を用







5）25）の知見を踏まえ 13 項目を設定した。また知覚価値に関しては、 Petrick20）と佐藤ら 18）を参
考にし、「感情反応」5 項目、「利便性」5 項目、「金銭評価」3 項目、「クオリティ」4 項目、「評判」
4 項目の計 21 項目を設定した。さらに知覚価値の各項目への回答には、「1. 全く当てはまらない」
から「5. 非常に当てはまる」を両極とする 5 段階リッカート方式で測定し、1 点～5 点まで得点
化した上で、分析に使用した。また再訪意図に関しても「1. ぜひ行いたい」から「5. 行いたくな
い」を両極とする 5 段階リッカート方式で測定した。回答は全て等間隔であると仮定した。 
また、本研究における知覚価値尺度の信頼性を検討するため、Cronbach の α 係数を算出した結
果、感情反応は α=.94、利便性は α=.81、金銭評価は α=.82、クオリティは α=.70、評判は α=.86 を





























































































山口 志郎、森田 圭、山口 泰雄 




～4 回目（27.3%）」が多く、宿泊を伴う者は 40%程度であり、平均支出額は 14,072 円であった。登




人口統計学的特性 % n % n
【性別】 【婚姻】
男性 52.0% 210 既婚 76.9% 306
女性 48.0% 194 未婚 23.1% 92
【年齢】 【職業】
10歳代 0.3% 1 農林漁業 0.8% 3
20歳代 9.0% 36 自由業・商工自営 6.8% 27
30歳代 15.0% 60 勤め人（正規） 42.6% 170
40歳代 10.8% 43 勤め人（非正規） 8.8% 35
50歳代 26.3% 105 専業主婦 15.5% 62
60歳代 32.3% 129 学生 1.8% 7
70歳代 6.0% 24 無職 8.5% 34




大山町内 1.0% 4 北海道・東北 0.9% 3
鳥取県内 15.6% 15 関東 2.4% 8





行動学的特性 % n % n
【登山協会・裏部登録状況】 【大山登山・ハイキング回数】
している 20.6% 82 初めて 36.3% 149







1年未満 5.1% 19 新聞 3.8% 23
1～4年 31.9% 118 テレビ・ラジオ 7.1% 43
5～9年 13.5% 50 友人・知人から聞いて 28.1% 169
10～19年 21.6% 80 ポスター・ちらし 3.3% 20
20～29年 10.8% 40 雑誌 13.8% 83
30～39年 10.0% 37 インターネット 25.7% 155




ひとり 9.1% 43 1人 10.3% 40
友人 27.4% 130 2人 49.9% 194
夫、妻、兄弟 35.9% 170 3～4人 16.7% 65
同好会・登山仲間 14.1% 67 5～9人 15.2% 59
恋人 4.9% 23 10～19人 5.1% 20












得点は各々、「感情反応」が 4.1、「利便性」が 3.0、「金銭評価」が 3.6、「クオリティ」が 4.0、「評
判」が 4.1 であった。大山登山者を知覚価値の類似性という観点からグループ化するために、各
知覚価値因子の平均得点を用いて、非階層的手法による大規模ファイルのクラスター分析を実施
行動学的特性 % n % n
【登山・ハイキングコース】 【宿泊状況】
大山頂上コース 67.4% 348 町内宿泊 61.7% 263
ユートピアコース 10.7% 55 町外宿泊 15.7% 67
元谷散策コース 12.8% 66 町内・町外ともに宿泊 2.3% 10
寂静山・豪円山コース 4.1% 21 その他 4.9% 21
阿弥陀滝堂史跡探勝コース 2.3% 12 宿泊しない 61.7% 263
その他 2.7% 14
【周辺観光状況（複数回答）】 【宿泊数】
大山寺本堂 30.0% 204 1泊 60.4% 81
大神山神社 45.1% 306 2泊 35.1% 47
中山温泉「ゆーゆー倶楽部NASPAL」 1.6% 11 3泊 1.5% 2
大山乗馬センター 0.4% 3 4泊 1.5% 2
大山まきばみるくの里 6.8% 46 5泊 0.7% 1






鉄道 4.4% 19 1,000円未満 7.3% 29
自家用車 85.0% 308 1,000～5,000円未満 30.6% 122
高速バス 3.5% 15 5,000～1万円未満 14.3% 57
路線バス 3.2% 14 1万円～3万円未満 28.3% 113
シャトルバス 0.2% 1 3万円から5万円未満 11.3% 45
レンタカー 2.1% 9 5万円以上 8.3% 33
その他 1.6% 7
行動学的特性 % n % n
【登山状況（複数回答）】 【過去1年間の登山・ハイキング回数】
ハイキング・軽登山 54.6% 336 0回 5.9% 23
無雪期の縦走 22.6% 139 1～4回 35.9% 141
雪山の縦走 3.9% 21 5～9回 15.8% 62
山スキー 3.4% 24 10～19回 20.9% 82
沢登り 3.1% 19 20～29回 8.7% 34
岩登り・クライミング 2.6% 16 30～39回 4.3% 17
海外での高所トレッキング 2.4% 15 40～49回 1.8% 7




1年に1回以下 7.3% 29 0回 0.3% 1
1年に2・3回ほど 27.2% 108 1～4回 32.1% 117
2ヶ月に1回ほど 11.6% 46 5～9回 21.4% 78
月に1回ほど 18.9% 75 10～19回 22.2% 81
月に2回ほど 14.9% 59 20～29回 9.9% 36
週に1回以上 10.8% 43 30～39回 5.5% 20
決まっていない 8.1% 32 40～49回 0.8% 3
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した。クラスター数を 2～6 の範囲で試行し、「クラスターの規模」、「クラスターの距離」の観点
からクラスター数の検討を行った結果、クラスター数を 3 に指定する場合に最も各クラスターの

























【Cluster 1】 【Cluster 2】 【Cluster 3】
（n=148/37.4%） （n=133/33.6%） （n=115/29.0%）
感情反応 4.4 4.2 4.7 4.3
利便性 3.0 2.7 3.7 2.4
金銭評価 3.6 2.8 4.0 4.1
クオリティ 4.0 3.8 4.4 3.8
評判 4.1 3.9 4.4 4.0
全体（n=396）
【Cluster 1】 【Cluster 2】 【Cluster 3】
（n=148/37.4%） （n=133/33.6%） （n=115/29.0%）
男性 54.4% 48.8% 53.0%








既婚 78.1% 80.5% 69.9%
未婚 21.9% 19.5% 30.1%
自由業・商工自営 5.5% 8.6% 5.3%
務め人（正規） 45.2% 35.9% 50.4%
務め人（非正規） 8.9% 7.8% 10.6%
専業主婦 13.7% 15.6% 15.0%
無職 10.3% 10.2% 2.7%
退職 13.0% 18.0% 8.8%
その他 3.4% 3.9% 7.1%
県内 6.1% 27.1% 19.3%








ひとり 10.8% 6.0% 15.7% χ2=6.052*
友人 27.7% 32.3% 35.7% χ2=1.947
夫、妻、兄弟 47.3% 44.4% 27.8% χ2=11.308**
同好会・登山仲間 14.2% 15.8% 19.1% χ2=1.187
恋人 5.4% 6.0% 6.1% χ2=.071
子ども 5.4% 6.8% 3.5% χ2=1.333








新聞 2.7% 7.9% 6.3% χ2=3.718
テレビ・ラジオ 10.2% 13.4% 8.0% χ2=1.838
友人・知人から聞いて 32.0% 45.7% 51.8% χ2=11.147**
ポスター・ちらし 5.4% 6.3% 3.6% χ2=.934
雑誌 27.4% 16.5% 19.6% χ2=5.081
インターネット 49.0% 33.9% 33.9% χ2=8.661*
mont-bell媒体 5.5% 3.1% 7.1% χ2=1.966
大山町の関連媒体 8.2% 7.9% 15.2% χ2=4.480










している 20.0% 20.2% 20.4%








宿泊する 43.5% 27.9% 26.1%
宿泊しない 56.5% 72.1% 73.9%
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表 6．クラスターごとの特性（2） 
 
２．３．第 1 クラスターの特徴 
図 2 には、第 1 クラスターの特徴を示している。第 1 クラスターは全体の 37.4%（n=148）を占
める最も大規模なクラスターであり、男性が 54.4%、女性が 45.6%である。このクラスターのプロ








【Cluster 1】 【Cluster 2】 【Cluster 3】
（n=148/37.4%） （n=133/33.6%） （n=115/29.0%）
使用交通機関 自家用車以外 14.2% 5.4% 6.1%
自家用車 85.8% 94.6% 93.6%
大山頂上コース 88.5% 78.3% 91.3% χ2=9.807***
ユートピアコース 14.9% 18.6% 7.0% χ2=7.183*
元谷散策コース 18.9% 20.9% 8.7% χ2=7.518*
寂静山・豪円山コース 3.4% 10.1% 1.7% χ2=10.190**
阿弥陀滝堂史跡探勝コース・その他 2.7% 10.9% 5.2% χ2=8.197*
大山寺本堂 56.8% 52.7% 40.7% χ2=6.895*
大神山神社 77.0% 78.3% 73.5% χ2=.834
大山まきばみるくの里 10.1% 14.0% 11.5% χ2=.979
その他 14.2% 24.0% 16.8% χ2=4.690








ハイキング・軽登山 87.8% 85.3% 77.9% χ2=4.865
無雪期の縦走 42.9% 33.3% 26.5% χ2=7.698*
雪山の縦走 4.8% 4.7% 7.1% χ2=.883
山スキー 5.4% 7.0% 6.2% χ2=.280
沢登り・岩登り・クライミング 10.2% 7.8% 8.8% χ2=.509
海外での高所登山・トレッキング 4.1% 4.7% 2.7% -
特には行っていない 2.7% 7.8% 14.2% χ2=11.745**
1年に1回以下 2.7% 7.8% 17.7%
1年に2・3回ほど 26.5% 25.0% 30.1%
2ヶ月に1回ほど 11.6% 15.6% 8.0%
月に1回ほど 21.1% 16.4% 18.6%
月に2回ほど 16.3% 17.2% 9.7%
週に1回以上 12.9% 9.4% 9.7%















































このことから、 第 1 クラスターを「シビアな中年登山者」セグメントと命名した。 
 
 
図 2．第 1 クラスターの特徴 
 
２．４．第 2 クラスターの特徴 
図 3 には、第 2 クラスターの特徴を示している。第 2 クラスターは全体の 33.6%（n=133）を占
め、男性が 48.8%、女性が 51.2%である。このクラスターのプロファイリングを行うと、第 2 クラ
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図 3．第 2 クラスターの特徴 
 
２．５．第 3 クラスターの特徴 
図 4 には、第 3 クラスターの特徴を示している。第 3 クラスターは全体の 29.0%（n=115）を占
め、男性が 53.0%、女性が 47.0%である。このクラスターのプロファイリングを行うと、第 3 クラ
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